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「波子式土器」で有名 な波子追跡は、昭和62年度からの発掘調査

により大平山遺跡群の中でとらえることになリー層その重要性が認

められるようになりました。

この度、波子遺跡の北東を流れる曲川の災害関連事業 に先だって

発掘調査 を実施 し、遺跡の存在 と範囲の確認 をすることがで きまし

た。

今回の発掘調査が円滑かつ無事 に所期の目的を達成できましたこ

とは、一重に浜田市教育委員会 と諸先生方のご指導 ご援助のたまも

のであり、また発掘調査 にご理解 とご協力を項いた浜田土木建築事

建築事務所、江津市波子町の地域の方々に心から感謝 を申 し上げま

す。

平 成 2年 3月

江津市教育委員会

教 育 長 山  藤  通  之



口

1. 本書は、島根県浜田土木建築事務所の委託を受けて、江津市教育委員会が平成元年度に実施

した曲川河川災害関連事業予定地の大平山遺跡のうち、波子遺跡の発掘調査報告書である。

2. 花粉分析については、川崎地質株式会社に委託 した。

3. 調査にあたっては、浜田土木建築事務所をはじめ波子公民館に御協力を得た。.

4.発 掘作業には、柏村保雄、中村忠男、小山美智徳、和田定好、和田幸進、黒川繁春の各氏に

か加いただいた。

5。 本書第 2図の地図は、国土地理院発行の 5万分の 1を転載 した。

6.色 調は、『新版標準土色帖』1987年版を参考として使用した。

7.本 書の執筆および編集は島根県文化財 1呆護指導員宮本徳昭の協力を得て原裕司が行った。



次目

I.調 査
に 至 る

経 緯 一 一 一 ― ― ― ― ― ― ― 一 一 ―

十

一 ― ― ―

~一

― ― ― ― ―

-1

1.位置 と歴史的環境 一――――――十~~~~~― ―一―一―一――――‐2

Ⅲ .調 査
の

経 過 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 ― 一 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 一 一 ―

-4

Ⅳ 。 調 査
の

概 要

―

― 一 一 ― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― 一 ― 一 ― 一 ― ― ― ― ― 一 一 一

-7

V。 出土遺物についで一―――――――一――――――一――――――一一-13

Ⅵ。ま と め ―――‐―――‐―― ― ― 一――‐   一‐一―‐―‐― ―‐一―一‐‐―「 16

付 波子追跡B地点における花粉分析について 一 一――――――一一―一-17

花粉分析処理フロー ーーーーーー十~~~~~一 ――一一――――一―-17

検出された花粉化石の種類一覧表 ――――――一一―十一一~~~― ―-18

波子追跡の粒数ダイヤグラム ーーーー十一一~~~― ―――一一――-18

挿  図 目

第 1図 江津市の位置 ―一―一―一―一―――――一――――――一一――-1

第 2図 遺跡の位置と周辺の追跡 ―――――一一―――――一―――――一…2

第 3図 波子遺跡A地点出土土器 ―一―……………………………………………4

第 4図  波 子 追 跡 B― Ⅲ ト レ ン チ 断 面 図

十

一 一 ― ― 一 一 一 一 一 ― ― ― 一 一 ― -5

第 5図 波子追跡 とトレンチ配置図 ―一一――――一――一―一一一一――-6

第 6図 第 1グ リッド「クロスナ」層上面出土状況図 ――一―――――一――‐8

第 7図  トレンチ配置図‐―――――一一――――――一―――――一一―‐―… 9■0

第 8図 第 1グ リッド土層断面図 ―――――十~……………………………-11・ 12

第 9図 出土追物実測図 ―一――一一――十一~~~~― 一―一一―――十~15

I.波子遺跡周辺の航空写真

Ⅱ.波子遺跡遠影  調査前近影

Ⅲ.作業風景  第 2ト レンチ

Ⅳ。第 6ト レンチ  第 7ト レンチ

V。 第 1グ リッド  「クロスナ」上面遺物出土状況

Ⅵ。「クロスナ」下面遺物出土状況  石錘  土器

Ⅶ.土器 (表) 土器 (裏)

次

図



調 査 に 至 る 経 緯

昭和63年 7月 15日 の記録的な集中豪雨は江津 と浜田の市境に流れる曲川にも大 きな被害をもたら

した。そのため、島根県浜田土木建築事務所は両市にまたがる曲川河テII災害関連事業を計画したが、

曲川左岸に大平山遺跡群・波子遺跡が周知されていたことから同年12月 16日 に江津・浜田両市教育

委員会に遺跡の取 り扱いについて協議があった。その後、幾度かの協議を行 うなか、地元より早期

工事着工の陳情が提出された。

調査は遺跡の所在地である江津市の教育委員会が実施することになり、島根県浜田土木建築事務

所が平成元年 3月 29日 に文化財保護法第57条の 3第 1項の手続をし、江津市教育委員会は同年 4月

26日 に文化財保護法第98条の 2第 1項の手続を完了した。同年 6月 1日 より6月 30日 と7月 5日 よ

り7月 10日 の間、調査を実施 した。

調査組織は下記のとおりである。

調査主体  江津市教育委員会 教育長

調査↓旨導  島根 大 学 法 文 学 部 教授

島根県文化財保護指導委員

江津市文化財保護審議会委員

島 根 県 教 育 委 員

浜田市教育委員会 嘱 託

江津市教育委員会社会教育課

山 藤 通 之

田 中 義 昭

工 通 忠 孝

山 藤 久 男

会 文 化 課

原   裕 司

社会教育課長 宮 本   武

社会教育係長 藤 井 徳 光

主 事 小 林 茂 雄

第 1図

江津市の位置
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Ⅱ.位 置 と歴 史 的 環 境

大平山遺跡群は浜田市 (久代町)と 江津市 (波子町)の市境に広がる標高 76mの 大平山に所在

する。この一帯は大平山砂丘地と呼ばれる偽砂丘地であり、大平山の東側を曲川、西側を久代川が

北流 して日本海に注 ぐために、特に大平山を中心に偽砂丘が発達 している。厚い場所では10数 m以

上の砂が堆積 している。

大平山遺跡群は「大平山遺跡群・波子遺跡」、「大平山遺跡群 。大平浜遺跡」、 「大平山遺跡群・

越峠遺跡」からなる砂丘遺跡群である(1ち 波子遺跡は大平山の北東山麓に位置 し、その脇を曲川が

第2図  遺跡の位置と周辺の遺跡

1.大平山遺跡群・波子遺跡 2.大平山遺跡群 。大平浜遺跡 3,大平山遺跡群・越峠遺跡 4.古八幡付近遺跡

5.殿峰城跡 6。 光明寺跡 7.尾上城跡 8.奈古田窯跡 9.石見国分尼寺跡 10.石見国分寺跡 11.石 見国分

寺瓦窯跡 12.浜田ろう学校敷地古墳 13.川 向遺跡 14.多 陀寺経塚 15,生 湯五輪塔 16。 中ノ古墳 17.伊

甘神社脇遺跡 18.笹山城跡 19。 下府廃寺跡 20。 半場口 1号墳 21.半場口 2号墳 22.片山古墳 23.伊甘

経塚 24.伝益田氏三代の墓 25。 宮宅山遺跡 26。 上府遺跡 27.久畑五輪塔・宝麓F口塔 28.龍ノ城跡
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流れている。大平浜遺跡は大平山の北西山麓に位置 し、日前に日本海を望む。越峠遺跡は大平山の

南西中腹に位置する。大平山遺跡群の 3遺跡は採砂工事を受けており、波子遺跡、大平浜遺跡につ

いてはすでに昭和62年の試掘調査で、生きた「クロスナ」層中に遺物が包合することを確認 してい

る。 しかし、越峠遺跡については今回の工事計画外であったことから調査を実施 しておらず、どの

程度の保存状況かは分かっていない。周辺からは須恵器 。土師器・砥石 。黒曜石片が採集されてい

る。須恵器の郭には、たちあがりを有するものと底部に高台を有するものが見られる。

大平山遺跡群周辺の遺跡分布は、十分な調査が行われていないこともあり、遺跡の数も少ない。

しかし、江津市都野津町から敬川町の都野津砂丘地と浜田市国分町の沖積平野を流れる下府川の同

辺は他の地域に比べ比較的遺跡が確認されている。

都野津砂丘地では、縄文時代の遺跡は確認されていないが、弥生時代から古墳時代にかけて営ま

れた稲荷山遺跡、青山遺跡、半田浜遺跡、古人幡付近遺跡が知られる。また、春本田遺跡、岡田屋

遺跡、坂部遺跡、清水遺跡からは須恵器が出土している。弥生時代の墳墓としては、やや離れた所

に波来浜遺跡が知 られているが、都野津砂丘地の北側に位置する「天ケ峠古墳」もその可能性が指

摘されている(2ち 古墳は行者山古墳が箱式石棺を主体とし、直刀が出土 している(3)ま か、後期古墳

としては二又平古墳、伝仏古墳群、二本松古墳群をはじめ高野山南山麓の18支群からなる高野山古

墳群 141が知られている。

下府川周辺についても縄文時代の遺跡の確認されていない。弥生時代には伊甘神社脇遺跡、向川

遺跡 をはじめ上条遺跡からは二個体分の銅鐸が出土している。古墳時代の遺跡 としては伊甘神社脇

遺跡 (5)が あげられる。古墳は横穴式石室を主体部 とする中ノ古墳、半場口古墳群、そして片山古墳

が知 られている。奈良時代には石見国庁が置かれ石見国分寺跡、石見国分尼寺跡、下府廃寺跡が所

在する。このほか窯跡 として石見国分寺瓦窯跡、奈古田窯跡が知 られるほか、中世 。近世の遺跡 も

知られている。

註

(1)田中義昭  「第 1章 調査の動機 と経緯」「大平山遺跡群調査報告書」昭和63年 3月

遺跡の名称を整理されている。本概報もこれに従っている。

(2)門脇俊彦  「第二章 古代社会の成立」 (『江津市誌』上巻)昭和57年 6月

(3)島根県教育委員会  『島根県遺跡地図Ⅱ』1988年 3月

(4)柳浦俊―  「石見における群集墳の一例」 (『島根考古学会誌』第 1集)1984年 4月

(5)島根県教育委員会  『石見国府跡推定地Ⅱ』昭和54年 3月
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Ⅲ 調 査 の 経 過

波子遺跡の発見は、昭和24年 6月 に浜田高校生徒が縄文土器を採集 し同校の教諭であった山崎義

助氏のもとに持参したことがきっかけであった。山崎氏は直ちに現地調査を行い、同年中に3回 に

及ぶ調査を実施 している。第 1回 は遺跡の概況及び遺物の収集を主眼とし、第 2回では トレンチに

よって層の確認調査を行っている。第 3回の調査は11月 に行われ、縄文土器と弥生土器を層位的に

捉えることを目的としていた。これらの調査については浜田高等学校考古学部編 に石見先史原史時

代概観 波子遺跡物研究』 (1949)に まとめられている。

同年の 8月 には山本清氏等によって波子遺跡の踏査及び採集遺物の実見が行われている。その成

果については「西山陰の縄文式文化」 (『山陰文化研究所紀要』第 1号 昭和36年 3月 )に収載 さ

れている。それによると遺跡については遺物の散布範囲が「径約五十mの地域」であり、「包含層

のあるのは、北方のA地点と南方

のB地点」の二つであること。

「A地点では郡山の(1)の cdに 当

たる土器のみを合み、B地点では

後晩期の土器及び弥生末期乃至土

師初期の土器のみを包含」 してい

ることが確認されている。

この山本清氏の研究は波子遺跡

の概況をほぼ明らかにし、 また、

土器型式 として「波子式」を設定

され、縄文中期のタイプ・サイ ト

としても注目されることになった。

この他に、昭和27年の夏に丼上

凋介氏が小発掘を行っている。

その後はビニール水田の実験場

となったりしたが、昭和49年 に、

波子遺跡は大規模な採砂工事を受

けてA地点は消滅 し、 B地点も相

当の破壊を被ったものと考えられ

ていた。昭和62年 に大平山を中心

1とと三二]と

'2「

8 L_」餃�9

IIド琶〕 五脚撃熙

０

４

|;艶路樹駐社

筆
‐４麒

３

ｉ

Ｂ

ｒ

ｉ

O  10cm l琶
17

第 3図 波子遺跡 A地点出土土器

(「大平山遺跡群発掘調査概報」より)

1瀾彗毎監社

『 砕司

1彎
5

(I類a(波子式)ユ ー10、 1類b■■2

1類C13-15、 1類d16-17〕

-4-



とした県立石見海浜公園の造園事業が予定されていたため、工事計画の予定地に合まれる波子遺跡

と大平浜遺跡について遺物包含層の遺存状況・範囲等を確認することを目的として試掘調査が実施

された。この調査の成果については、すでに『大平山遺跡群調査報告書』 (昭和63年 3月 )に まと

められている。その要約を示せば次のようになろう。なお、調査は「クロスナ」層上面で止めて確

認を行っている。

波子遺跡については調査の結果、従来A地点とされていた個所は消滅 していたが、B地点とされ

ていたイ固所はかなりの部分が残存 していることが確認されている。 B地点ではB― I～ B一 Ⅳトレ

ンチで「クロスナ」層が確認されている。 B― Ⅲトレンチでは「クロスナ」層を上方と下方で確認

し、層自体は 3層確認 している。上方の「クロスナ」層は平安時代中頃に形成され、約 7m下方の

「クロスナ」層は上下 2層 に分かれている。上の層からは古式土師器が出土し、下の層からは縄文

後期の土器が集中的に出土して、古式上師器 と縄文後期の土器が混在せずに整然とした層序関係を

保っていることが確認 されている。なお、上の層は弥生時代終末期から古墳時代前半期に形成され

たものである。 B地点からの出土遺物は上記の縄文後期の土器や古式土師器のほか、「波子式土器」

や石錘・石皿・磨石、さらに黒曜石片、須恵器細片も出土している。A地点ではA-1～ A― Ⅳト

レンチで緩やかに曲川に傾斜する「クロスナ」層を確認 している。層はA― Iト レンチで標高約 4。 7

mか ら、A― Ⅱトレンチは標高 5.3m～ 4m、 A― Ⅲトレンチは標高4.75m～ 3.75m、 A― Ⅳ トレ

ンチは標高4.75m～ 4.25mで確認 している。このうちA― ⅡoA― Ⅲトレンチから遺物を確認 して

いる。層自体は相当攪乱されており、出土遺物は縄文土器を見ることができず、弥生土器、土師器、

_  1 青茶褐色砂

2.濃 青 色 砂

3黒 色 砂

4濃 黄 色 砂

5黒 色 砂

6.濃 黄 色 砂

7 明赤褐色砂

8M―

0                   2M

第 4図 波子遺跡 B― Ⅲ ト

(「大平山遺跡群調査報告書」より

レンチ断面図
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そして陶器が出土している。

大平浜遺跡では「クロスナ」層から土師器・須恵器が出土し、古墳時代後期の集落を想定されて

いる。集落跡の主要部分は採砂工事で消滅 しているものと推定されている。

越峠遺跡については採集された遺物から奈良 。平安時代の集落を想定されている。この遺跡につ

いても採砂工事によって相当の破壊を受けている。

これら大平山一帯の諸遺跡は、一括 して「大平山遺跡群」として捉 えることを提唱 している。

この試掘調査を受けて江津市・浜田市では遺跡周辺部を対象にして、ボーリング調査を中心とし

た発掘調査を昭和62年度から平成元年度にかけて実施 している。波子遺跡周辺では遺物の確認はな

かったものの「クロスナ」層形成時の地形を検討 しうる資料を得ることができている。

第 5図 波子遺跡 トレンチ配置図
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Ⅳ.調 査 の 概 要

昭和62年の調査は今回の調査個所の西側にA地点として トレンチを6個所設定 し、うち 2つの ト

レンチから遺物が出土している。そのため、今回の調査は遺物の出土した トレンチ (A― Ⅱ.A―

Ⅲトレンチ)の周辺を中心にして、平成元年 6月 1日 から同月30日 まで曲川に沿って左岸側に第 1

トレンチから第 6ト レンチ、右岸に第 7ト レンチ、第 8ト レンチを設定 した。また、 7月 5日 から

同月10日 には第 4ト レンチと第 5ト レンチ間を拡張 して調査を実施 し、第 1グ リッとした。調査個

所は砂丘が 5m程度の土堤状に堆積 していたため重機を使用して「クロスナ層」上面まで除去 し、

調査を実施 した。

第 1ト レンチ  調査区としては最も上流の左岸側に、重機を使用して幅 5m、 長さ9mの トレ

ンチを設定 したが、「クロスナ」層及び遺物は確認できなかった。

第 2ト レンチ  幅 2m、 長さ7mで設定 し、「クロスナ」層と14点 の土器片が出土した。「ク

ロスナ」層は標高3.952mか ら北東方向に標高3.709mま で緩やかに傾斜 している。層の厚さは約

30cmで ある。出土 した土器片はすべて細片で、ローリングを受けていた。層序は上から砂層、暗赤

褐色砂層、黒色砂層 (レ ロス九層)、 緑灰色砂層、緑灰色粘土層 (都野津層)であった。なお、遺構

の確認はできなかった。

第 3ト レンチ  幅 3m、 長さ6mで設定 し、「クロスナ」層と土器の細片 5点が出土した。「ク

ロスナ」層は標高3.858mか ら耳ヒ東方向に標高3.661mま で緩やかに傾斜 している。層の厚さは約20

cmで ある。「クロスナ」層中から出土した土器は外面に刷毛目が見 られるほか、うち一点は器台の

細片であった。遺構は確認できなかった。なお、杭冽 を確認 したが時期的には石見焼の時期に伴 う

ものと思われる。

第 1グ リット  第 4ト レンチ 。第 5ト レンチ及び両 トレンチの間を拡張 して幅 6m、 長さ13m

の調査区を設定 し直 し、第 1グ リットとした。このグリットからは標高 3,782mか ら】ヒ方向に標高

3.238mま で緩やかに傾斜 している「クロスナ」層を確認 した。また、出土した土器は殆どが細片

で約 250点 が出土したほか、石錘が 1点出土している。土器の出土状況は「クロスナ」層の上面に

のった状態で土師器の甕 2個体 と高ナ 1個体が出土し、「クロスナ」層中では弥生時代後期の土器

が出土するほか、弥生時代前期の土器が 2点合まれていた。また、その層の下面からは刻目凸帯文

土器が 1点出土 している。なお、遺構は確認できなかった。

第 6ト レンチ  幅 4m、 長さ6.5mで設定 し、「クロスナ」層を確認 したが、遺物は確認できな

かった。「クロスナ」層は標高 2.309mか ら北方向に標高 1.740mま で緩やかに傾斜し、現在の曲

川の川底 に入 り込んでいる。
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第 7ト レンチ  第 2ト レンチの対岸に幅 3m、 長さ8mの トレンチを設定 し、「クロスナ」層

から弥生時代後期の特徴をもつ口縁の細片と、そのほかに 2点 を確認 した。「クロスナ」層は標高

3.299mか ら標高3.225mの平坦な地形を呈 している。 トレンチ北側では旧河道が認められるが比較

的新 しいものと考えられる。遺構は確認できなかった。

第 8ト レンチ   第 3ト レンチの対岸に幅 2m、 長さ5mの トレンチを設定 し「クロスナ」層と

土器を7点確認 した。「クロスナ」層は標高3.385mか ら標高3.383mと 平坦な地形を呈 しているが、

第 7ト レンチ同様攪乱されている。

離
0

♪

3.50m

電

▽
第 6図 第 1グ リット「クロスナ」層上面出土状況図
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V.出 土 遺 物 に つ い て

出土した遺物は、石錘が 1点のほかはその殆どが土器の細片であり、出土点数のわりに図化でき

るものは少なかった。

上 器

1は、刻目凸帯文土器に属する。口唇と凸帯に刻む技法は、明確に判断できないが日唇は斜

めからの刺突状、凸帯も斜めからヘラ状工具により削り取られた状態である。縄文晩期のもの

である。

2は、 4条の沈線のうち上 2条はクシによるものであり、下の 2条は貝殻によるものである。

弥生前期である。

3は、外面を貝殻により磨 き羽状文を施文 している。弥生前期である。

4は、施文後刷毛目が斜めに入 り、内面はケズリを行っている。弥生後期である。

5は、沈線にや 稚ゝ拙さがみられ、波状文は雑であるがつ くりは全体としてしっかりしてい

る。 弥生後期である。

6～ 8は、甕の口縁部である。いずれも細片で詳細には不明であるが、同様の文様・調整等

をしており、弥生時代後期前半のものである。

9は、しっかりした平底である。弥生後期のものであろう。

10は 、郭部と脚部の接合のため不底部に円周状に刺突をしている。つ くりはしっかりしてい

る。

11は 、風化が著 しく口縁部内外面の調整は不明である。

10・ 11は 、土師器であり古墳時代前期に属するものであろう。

石 器

第 1グ リッドⅡ層中から出土 した。重量129。 一方は細かい打痕があり、もう一方は打ち欠

いている。他は自然面である。時期は、出土土器の共伴から弥生時代のものであろう。

(が考文献 )

村上勇・川原和人「出雲原山遺跡の再検討」『島根県立博物館調査報告』第2冊 1979年

川原和人「島根県における縄文晩剤凸帯文土器の一試考」『島根古考学会誌』 1984年

島根県土木部河)II課・島根県教育委員会編「西川津遺跡発掘調査報告書」V1989年

田中義昭他「出雲市矢野遺跡の発掘調査」 暗代出雲文化の展開に関する総合的研究』 1987年
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出 土 土 器 観 察 表

番 号 出土地 点 器 形 法 量
(cln)

形 態 ・ 調 整 。文 様 色 調 胎 土 焼 成

1
GI・

Ⅱ層下
鉢 不 明

口縁はや 外ゝ反し口唇と凸帯部に不規

則な刻目。内外面ともにナデ。
灰白色

lmmt砂
粒多 く含

む

良

GI・ Ⅱ層 不 明 霊

4条の沈線の下にヘラによる有軸羽状文
2組以上。内面ナデ。

灰 色
l mmt

秒粒含む

磨き後貝殻による羽状文。

内面ナデ。
灰白色

l mmt
砂粒多 く

含む

4 ク ?
外面はクシ橘きによるゆるい波状の後

横ナデし、その下に波状文の内面ケズリ
が認勁色

微細

砂粒含む

口径

11.4

口縁はや 外ゝ反、外面は磨き後クシによ
る3条の沈線の下に波状文、内面口縁は
ナデ。体部はケズリ。口唇はや 凹ゝで回
転ナデ。

黒灰色
微細砂粒

多 く含む

6 甕
口径

13.4

外面口縁に3条の沈線、顕部以下ナデ

内面口縁横ナデ、頸部ナデ、体部ケズリ

淡 灰

褐 色

微糸田l mm

大砂粒多

く合む

7
口径

19.7

外面口縁に3条の沈線、顕部ナデ。

内面ナデ。外面頸部スス付着。

淡 灰

褐 色
砂粒含む

8
口径

15。 4

外面口縁に3条の沈線、頸部ナデ。

内面口縁ナデ。体部ケズリ。

濃 黒

灰 色

微綱砂粒

多く含む

9 //? 底径 外面ヘラ磨き。

内面ケズリ後ナデ。

黒

色

淡

灰

微細秒粒

含む

高 郭
口径

13,9

口唇内外面ナデ。外面罫体部刷毛目調整

後ヘラ磨き。

内面はヘラ磨き後ナデ。ていねい。

灰自色
微細砂粒

少量含む

GlⅡ 層上 甕

口径12.8

体部最大

径 20,8

外面体部刷毛目。頸部ナデ。

内面体部ケズリ。外面体部最大径以下ス

ス付着。ていねい。

褐 色
微細秒粒

含む
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第 9図 出土遺物実測図



Ⅵ .

昭和62年 の調査ではA地点の西側が採砂工事によって削平及び攪乱されていることを確認 してい

るが、今回の調査ではA地点の東側へさらに「クロスナ」層が広がり、採砂場 と曲川に挟まれた部

分については良好な状況で包含層 (「 クロスナ」層)が保存され、曲川右岸については侵食や攪乱

されていることを確認 した。

「クロスナ」層は昭和62年 の調査のA地点で確認 されたものに続き、南西から,と東方向に緩やか

に傾斜 しながら堆積 している。曲川右岸で確認 された「クロスナ」層についても、その標高、出土

遺物からみて左岸の「クロスナ」層に続 くものといえる。その広がりは、現在の曲川右岸の住宅地

へ入 り込んでいくものと考えられ、「クロスナ」層の時期には、曲川は現在の住宅地から東側に流

れていたといえる。第 1グ リット耳ヒ側についても第 6ト レンチでは緩やかに傾斜 し標高1.74mま で

「クロスナ」層が堆積 していることを確認 している。

また、昭和62年以来の調査成果から波子追跡周辺の古地形を復元すればB-1・ B一 Ⅲトレンチ

が東西方向に延びる尾根の先端の麓部分となり、B一 Ⅲ・B―Ⅳ トレンチは南側へ傾斜する斜面と

なる。B一 Vト レンチ南側は東西方向に延びる尾根が所在することから東側に開く谷であったこと

が分かる。谷奥はボーリング調査でB一Ⅵ トレンチ西側約80m地点から標高 15,03mの「クロスナ」

を確認 し、さらに西側約70m地点で標高 36.98mか ら確認 している。なお、「クロスナ」層下面は

基盤層であった。谷の東側についてはB―Ⅵ トレンチと今回確認 した「クロスナ」層とが続 くもの

と考えられ、B-4ト レンチの標高が8.7m～ 7.9m、 そして約65m離れた第 2ト レンチでは標高

3.952mと 、緩やかな傾斜 となっている。面的にも各 トレンチの状況からみて谷の東側及び北側に

広い平坦地が形成されていたものと考えられる。

出土 した遺物は第 1グ リットを中心に出土 している。出土土器はその殆ど力瑶田片であり、流れ込

みと考えられる。しかし、その出土状況は 1点ではあるが縄文時代晩剤の刻目凸帯文土器が「クロ

スナ」層下面で出土 し、「クロスナ」・層中からは 2点 の弥生時代前期の土器と後期前半の土器が出

土 している。また、「クロスナ」層上面からは土師器が出土 しており、良好な状態で包合層が形成

されたものと考えられる。

今回得られた遺物は、これまで出土点数の少なかった時期のものを含んでおり、あらためて波子

遺跡が縄文時代中期より継続 して営まれた拠点的集落であったことが窺える。

めとま
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付 波子遺跡 B地点における花粉分析について

1.は じめに

本分析では、第 1グ リットで整然と分層されたⅡ層とⅢ層から試料を採取 して、川崎地質株式会

社において花粉分析を実施 した。

以下分析内容を示す。

2.分析方法

試料はシル トまたは粘土で花粉化石の形状 を保持するため、湿潤状態のまま使用 した。分析処理

は第 1図のとおりである。この中で lμ 振動マイクロフィルターを使用 し粒径処理を確実にすると

ともに、処理過程の再現性を高めた。
第 1図 花粉分析処理フロー

〔処理手順〕

ボーリング、露頭、抗内より
目的に応じた試料を採取する

分折試料深度の間隔を設定する
粘性土層で約0.lm間隔

汚染部分を除去 し、試料の粒度
により100～ 2009を 使用

KOH溶液等の分散剤により試料
をホモジナイザーで泥化 。分散

5μ 振動マイクロフイルター
でコロイド分を分離・除去する

大型時計皿とアスピレータにより
振幅・授判法で微化石を濃縮

珪酸塩鉱物質を溶解・除去する

比重1.6～ 1.9の直液中で
遠心分離 し植物質を濃縮する

アセ トリシス処理により脱水
とセルロース分を溶解・除去する

遠心分離機により水沈 し
水溶性物質を溶解 。除去する

グリセリンゼリーにより包埋 し
プレパラー トを作成する

顕微鏡でプレパラー トを帯分析し
花粉化石の種類と数を鑑定する

鑑定結果を集計しコンピュータに
入力、処理、図表を出力する

地層の識別、区分、対比についての

捺評を得告
い 植ヽ生、堆積環境等の

3.分析結果

Ⅱ層からは十分な量の花粉北石を含有していたが、Ⅲ層は花粉の保存状態が悪 くほとんど検出さ

れなかった。その結果は表 1並びに第 2図のとおりである。

特徴はⅡ層の場合、スギ属49%、 アカガシ亜属40%の高い出現率を示 し、草木花粉はイネ科・タ

ンポポ亜科・ヨモギ属が20～30%程度の出現率を示 している。Ⅲ層の場合、花粉はほとんど検出さ

れなかったが、木本花粉ではマキ属・ニヨウマツ亜属・スギ属・アカガシ亜属が出現 し、草本花粉

ではキク亜科・ヨモギ属が出現 した。

対象試料採取

基 準 量 摘 出

泥化分 融処理

細 粒物 質除去

酸 化 石 濃 縮

沸化水素酸処理
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〔主要樹木花粉種類〕

l     Podocarpus
2    Diploxy10n
4    PiCea
5    Abies
8    Cryptoneria
ll    Cupressaceae
16    CyciObalanopsis
23    uiHus

〔主要草本花粉種類〕

26   GRAMINEAE
27   CYPERACEAE
28   ArteHisia
29   Taraxacun
30   ooMPosITAE

〔その他の車本花粉種類〕

45   CHE10PODIACEAE
46   CARYOPHYLLACEAE
48   0urclferae
53   GraHineae(>40)

(マ キ属)

(ニ ヨウマツ亜属 )

(ト ウヒ属 )

(モ ミ属)

(ス ギ属 )

(ヒ ノキ属)

(ア カガン亜属)

(ニ レ属―ケヤキ属)

(イ ネ科 ;40μ 以上の個体を除 く)

(カ ヤツリグサ科 )

(ヨ モギ属)

(タ ンポポ亜科 )

(キ ク科 ;ヨ モギ属、タンポポ亜科を除 く)

(ア カザ科)

(ナ デシコ科)

(ア ブラナ科 )

(イ ネ科 :40μ 以上)

検 出 され た花粉 化 石 の種類 一覧表 (波子 遺 跡 )

波子遺跡の花粉 ダイヤグラム

銑 ,

ヽ
ω
【　
■‥‥Ｊ

Ｈ
堂
Ш
∽
中
１
０
ω
Ш
Ｚ
＜
エ

０
１

Ｅ
ｌ
コ
ф
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4.考察

今回は試料数が少なかったこと、花粉化石の検出量が不十分な試料が存在 したことから花粉分帯

ができなかった。このためⅡ層についての堆積年代の推定、植生復元などを行った。

花粉化石群集はイネ科 (40μ 以上)の出現率が高く、ニヨウマツ亜属・スギ属が高率で出現する

という特徴を持つ。これは島根県内 (中海一宍道湖地域)での完新世の花粉分析結果 (大西、1979

渡辺ほか、1988)と 比較 して、弥生時代以降の一時期の植生を表 していると考えられる。このこと

は出土違物より、コ層が弥生時代前期に堆積 したと考えられることと大きく矛盾 しない。

Ⅱ層堆積時には周辺の砂丘上や曲川の川沿いにはイネ科の草本が繁茂 していたと考えられる。ま

た、砂丘周辺や大平山にはニヨウマツ (お そらくクロマツ)の海岸林が存在 したと考えられる。ま

た曲川の川沿いにはスギ林が広がり、林床にはシダ類が生育 していたと考えられる。また、大型の

イネ科が出現することより追跡周辺で稲作が行われていた可能性がある。

波子遺跡B― Ⅲトレンチでのプラントオパールの分析 (浜田市教育委員会ほか、1989)で は、出

遺物から弥生時代末期より古噴時代前半に堆積 したと考えられる3層 につい分析を行っている。こ

この結果、イネ科 (ウ シクサ族)の プラントオパールが全体の5%程度の割合で出現 している他、

ブナ科 と考えられるプラントオパールが43%程度の割合で出現 している。

現時点でプラントオパール分析結果と花粉分析結果を比較 した場合、イネ科についてはプラント

オパール分析の方が細分されているが、そのほか多くの植物についてプラントオパールでは分類さ

れていないために、組成をそのまま比較することは無意味である。また、プラントオパールと花粉

の粒径や比重の違いから堆積条件に違いがあると考えられ、この点からも単純に組成を比較できな

いと考えられる。

出現する種類について比較 した場合、プラントオパールのブナ科の一部は花粉のアカガシ亜届 に

対応 し、イネ科 (ウ シクサ族)は イネ科 (40μ 以下)の一部に対応すると考えられる。 しかし、花

粉分析で高い出現率を示すニヨウマツ亜属、スギ属などのプラントオパールが検出されていない (

現時点では分類されていない)た め、これらの存在は不明である。

以上のことから、B一 Ⅲ地点 3層 と今回のⅡ層との関係は現状では論じ難い。

両層の対比を行 う場合、両層で連続 した数試料について花粉分析などを行 う必要がある。
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波子遺跡群周辺の航空写真 (国土地理院・七万分の一。日訃日22年)(●波子遺跡〉
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Ⅱ

波子遺跡遠影 (南から望む)

調査前近影 (第 1グ リッ トを東から望む)
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Ⅲ

作業風景 (第 1グ リッ ト)

第 2ト レンチ (北東から望む)
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第 6ト レンチ (北東から望む)

(南西から望む)界 7ト レンチ
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第 1グ リット (北東から望む)

「クロスナ」上面遺物出土状況 (第 1グ リッ ト)
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「クロスナ」下面遺物出土状況
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土 器 (裏 )
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